
型 番: 400-TST805保証書

お客様 ・ お名前 ・ ご住所 ・ TEL

購入店

シリアルナンバー

保証期間 ご購入日から6ヶ月間

〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1 TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381
BE/AE/KIDaSs

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。
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最初に
ご確認

  ください。

●本体
●9V形乾電池(006P型)テスト用
●取扱説明書（本書）
●保証書

取扱い上の注意

各部の名称と働き

電池のセット方法

●本製品の故障、またはその使用によって生じた事故や直接、間接の損害については弊社はその責を負わない
ものとします。あらかじめご了承ください。

●用途以外には使用しないでください。
●本製品を分解・修理・加工・改造はしないでください。
●本製品に強い振動や衝撃、無理な力を与えないでください。
●本製品を高温・多湿となる場所や、ホコリや油煙などの多い場所で使用・保管しないでください。
●本製品を水中で使用・保管しないでください。また、濡れた手で触れないでください。
●お子様には本製品や付属品を触れさせないでください。
●本製品が汚れた場合は、乾いた柔らかい布で汚れを拭き取ってください。濡れた布などで拭くと故障の原因になります。
また、アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで拭くと変形や変色することがありますので使用しないでください。

●感電を避けるため、電気の流れているものの近くで使用しないでください。
●本製品を温度の高い、もしくは低い環境に保管している場合は、測定を行なう前に15～20分程度常温の室
内に置いてから使用してください。

使用方法

ディスプレイ

＜左側面＞ ＜右側面＞

仕様

保証規定・保証書

測 定 範 囲

精 度

分 解 能
測 定 距 離
動 作 温 度 ・ 湿 度
電 源
サ イ ズ ・ 重 量

温度計モード：－50℃～260℃(－58°F～500°F)
体温計モード：32.0℃～42℃(89.6°F～107.6°F)
＜温度計モード＞
－50℃～0℃(－58°F～32°F)：±3℃/5.4°F
0℃～260℃(32°F～500°F)：±1.5% or ±2℃/3.6°F
＜体温計モード＞
32.0℃～35.9℃(89.6°F～96.6°F)：±0.3℃/0.5°F
36.0℃～39.0℃(96.8°F～102.2°F)：±0.2℃/0.4°F
39.1℃～42.5℃(102.3°F～108.5°F)：±0.3℃/0.5°F
0.1℃/0.1°F
5～15cm
10℃～50℃・≦85％
9V形乾電池(006P型)×１個(テスト用)
W98.8×D43.3×H155.5mm・176g(電池含む)

400-TST805

●ディスプレイ

●本体

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがございます。
本書に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。

※万一、足りないものがございましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みください。

また、お手元に置き、いつでも確認できるようにしておいてください。

IRセンサー

測定アイコン

測定値

記録番号

電池減少アイコン

温度単位(℃/°F)

記録測定値

ブザーアイコン体温計モード

2.電源がOFFになっていることを確認
したら、窪みに指をかけて電池カバー
を矢印の方向に外します。

1.電池減少アイコンが表示
されたら、電池を交換して
ください。

3.向きに注意して電池をはめ
こみ、電池カバーを取付け
ます。

※電池交換は子供のいない場所で行ってください。電池を飲み込むなど思わぬ事故の原因となります。
※電池を廃棄する場合は、お住まいの地方自治体のルールに従ってください。
※長期間使用しない場合は、電池を取出してから保管してください。電池の液漏れが故障の原因となる場合
があります。

●温度の測定
①温度測定スイッチを押して電源を入れます。
②手に本製品を持ち、温度を測りたい箇所に5～15cm離してIRセンサーを向けます。
③温度測定スイッチを押して、温度を測定します。(ブザーが鳴ると温度測定完了です)
　※周囲の気温が10～50℃だと正確に計ることができます。
　※測定値が体温計モードで42.5℃か108.5°Fを上回る、もしくは温度計モードで265℃か509°Fを
　　上回るとディスプレイに「HI」と表示されます。
　※測定値が体温計モードで32℃か0°Fを下回る、もしくは温度計モードで－50℃か－48°Fを下回ると
　　ディスプレイに「LO」と表示されます。
④何も操作をせず、約8秒間放置すると自動で電源が切れます。

●測定値の自動記録
温度を測定すると自動的に測定値が記録されます。上下ボタンを押すことで記録された測定値を表示できます。
※最大32個記録することができます。

●温度計モード・体温計モードの切替え
モードボタン(MODE)を押すと温度計モード・体温計モードの切替えができます。
ディスプレイ上部に「BODY」と表示がある場合は、体温の測定ができる体温計モードです。
ディスプレイ上部に「BODY」と表示がない場合は、体温意外の測定ができる温度計モードです。

＜セットアップモード＞
モードボタンを3秒間押し続け、セットアップモードにします。※ディスプレイの左下にF1と表示されます。

●摂氏(℃)/華氏(°F)の切替え
ディスプレイ左下にF1と表示させた状態で上下ボタンを押すと、摂氏(℃)と華氏(°F)の切替えができます。

●ブザーのON、OFF
ディスプレイ左下にF1と表示せた状態で、もう一度モードボタンを押してF2の表示に切替えます。
上下ボタンを押すとブザーのON、OFFを設定できます。

●警報を鳴らす値の設定
ディスプレイ左下にF1と表示させた状態で、2回モードボタンを押してF3の表示に切替えます。
上下ボタンを押すと、体温測定時に警報を鳴らす値を設定できます。(36.5℃～39.5℃、97.7°F～
103.1°Fの範囲で設定可能)

●バックライトのON、OFF
ディスプレイ左下にF1と表示させた状態で、3回モードボタンを押してF4の表示に切替えます。
上下ボタンを押すとバックライトのON、OFFを設定できます。

モードボタンを3秒間押し続け、セットアップモードを終了します。

1.保証期間内に正常な使用状態でご使用の場合に限り品質を保証しております。
　万一保証期間内で故障がありました場合は、弊社所定の方法で無償修理いたしますので、保証書を本製品に添えてお
買い上げの販売店までお持ちください。

2.次のような場合は保証期間内でも有償修理になります。
　（1）保証書をご提示いただけない場合。　
　（2）所定の項目をご記入いただけない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。　
　（3）故障の原因が取扱い上の不注意による場合。　
　（4）故障の原因がお客様による輸送・移動中の衝撃による場合。　
　（5）天変地異、ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による故障及び損傷。
3.お客様ご自身による改造または修理があったと判断された場合は、保証期間内での修理もお受けいたしかねます。
4.本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の損害については弊社はその責を負わないものとします。
5.本製品を使用中に発生したデータやプログラムの消失、または破損についての保証はいたしかねます。
6.本製品は医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器などの人命に関わる設備や機器、及び高度な信頼
性を必要とする設備や機器やシステムなどへの組み込みや使用は意図されておりません。

　これらの用途に本製品を使用され、人身事故、社会的障害などが生じても弊社はいかなる責任も負いかねます。
7.修理ご依頼品を郵送、またはご持参される場合の諸費用は、お客様のご負担となります。
8.保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
9.保証書は日本国内においてのみ有効です。

窪み

温度測定スイッチ

電池カバー

上ボタン

モードボタン
(MODE)

下ボタン

※体温計モードの使用において、本製品は医療用の体温計ではありませんので、測定値は参考値に
　なります。
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